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ナンバーワンの「のびしろ」を 

多くの人に知って欲しい 

 

 

司会 「カルウメヤキ」開発の背景につい

てお話しいただきたいと思います。 

 

須摩 “見る！だけじゃない、食べるも！

サクサク「カルウメヤキ」できました！” 

 改めまして。茨城大学人文社会科学部現

代社会学科 1 年の須摩です。大成女子高

校 3 年生の時にこのプロジェクトに取り

組みました。 

 早速なんですが、今注目度ナンバーワン

の県はどこだかわかりますか？そう茨城

県です。茨城県は全国魅力度ランキングが

7 年連続最下位です。それがなぜ注目度ナ

ンバーワンなのか。 

 全国魅力度ランキング最下位というこ

とは、逆に言えば全国で最も「のびしろ」

がある県ということなんですね。最下位は

決して悪いことではなく、むしろ 7 年連

続「のびしろ」が一番ということなんです。 

この「のびしろ」の大きさを県内外の方

に感じてもらいたいと、私たちは「茨城の

梅プロジェクト」を立ち上げました。 

 

 



 

 茨城県で「梅」と言ったら何を考えるで

しょうか。偕楽園を思い浮かべるんじゃな

いでしょうか。偕楽園は日本三名園の１つ

で約 100 種類の梅が植えられています。

その総数は 3000 本にものぼります。 

  

 

梅の名所があるということは、皆さん、茨

城県は梅の産地であると思ってません

か？大洗で梅干しを販売している𠮷田屋

さんの大山さんによると、観賞用の梅は実

は取れても小ぶりなので加工には向かな

いそうです。茨城は梅の名所なのに、和歌

山の南高梅のような地元産の梅のブラン

ドがなかったんです。梅の名所があるから

と言って、梅の産地であるということでは

ないんですね。そのために大山さんは茨城

の梅ブランド「常陸乃梅」を作りました。 

 

 この「常陸乃梅」を代表事例として、私

たちは新しい商品を作れないかと梅プロ

ジェクトに取り掛かりました。 

 そこで私たちのグループでアイデアを

出そうとなった時に、メンバーがこう言っ

たんです。「私、梅の食感が苦手なんだ」。

食感が苦手な人がいるなんて全く考えら

れなかったので、とても衝撃を受けました。 

 

 これを受けて私たちは「誰もが梅の食感

を楽しめる未来」を作りたいと考えました。

グチャッとした食感から、サクッと全く正

反対の食感の商品を作りたいと考えまし

た。 

 

 そこで類似例として挙げたのが「カルメ

焼き」なんですね。サクサクとした食感が

楽しめる、ポルトガル語で「甘い」という

意味のお菓子です。懐かしいと思いません

か？ 

 そこからできたのが「カルウメヤキ」で

す。サクサクとした食感と梅のほんのりと

した甘い香りが楽しめる商品となってい

ます。先ほど挙げた𠮷田屋さんとお菓子の

きくちさんにご協力をいただきまして、こ

の商品ができました。パッケージはふるや

まなつみさんにデザインしていただきま

した。 

 

司会 ありがとうございました。 

 こちらは大成女子高校の授業の中で取

り組まれたということなんですが、森先生

から開発の背景についてお話をいただき

たいと思います。 

 

 

未来をつくるアイデアを出す 

イノベーション教育 

 

 

森 当校キャリア教育の授業には５つの

フィールドがあり、その中から１つを選ん

で、自分の志望する将来に合わせて 2 年

間続けてやっていく内容になっています。

教員だけではなく外部のプロのお力を借

りながら、専門的な内容でしっかりと本物

のキャリア教育をやっていきたいと考え

ています。 

その中の１つ、「地域デザインフィール

ド」を i.club さんに監修していただいてい

ます。地域との連携を通じて地域の魅力を

再発見し、さらにイノベーション教育を軸

に、アイデア作りを目指します。 

 

司会 授業の監修を行っている i.club さ

んからプログラムについて紹介をお願い

します。 

 

神田 イノベーション教育について簡単

にご説明をしたいと思います。 

 皆さんはイノベーションという言葉を

どのように説明しますか。「技術革新」を

思い浮かべるかも知れませんが、もっと広

い意味で「未来に関わるアイデアを出すこ

と」をイノベーションの定義として説明し

ています。 

 

私はいろいろな高校でよく３つの質問

をします。未来をつくるアイデアを出すこ

とは「大切ですか」、「好きですか」、そ

して「自信はありますか」という質問です。 

ほとんどの生徒達が「大切」だと思って

いる。「好き」かと聞くと、いきなり減っ

てしまう。「自信はあるか」になると１人

いるかいないか。 

 

「アイデアを出す」って、皆さんも経験

があると思うんですが、僕も最初はとても

苦手で、どうやるのか分かりませんでした。

そもそも学ぶ機会もあまりなかったです

よね。そういうことを考え、未来をつくる

アイデアを出すための心構えを学んで、実

際に挑戦してみようということで、イノベ

ーション教育を行っています。 

 

これまで多くの学生さんにイノベーシ

ョン教育をさせていただきました。1 年間

授業をやった後でアンケートを取るんで

すが、未来をつくるアイデアを出すことが

「好きだ」という声は、受講前と比較する

と、結構増えています。 

 

司会 デザインセレクションにご応募い

ただいたきっかけと選定を受けてよかっ

たなと思うことを教えてください。 

 

 

  



当たり前のことを 

当たり前じゃなくすることは 

ワクワクする 

 

 

森 「カルウメヤキ」を PR できる機会を

探っていたところ、ネットでたまたま見つ

けて、タイミングよく応募させていただき

ました。デザインセンターからもお声かけ

いただきました。 

とても良かったこととしては、再注目を

していただく機会を得たこと。プレスリリ

ース直後はとても注目していただいて、あ

ちこちから取材の声がかかるのですが、し

ばらく経つと注目度はグンと下がってし

まうんですね。ですが、こうしたイベント

に参加する機会を頂戴すると、また注目を

していただけて、話をさせていただく機会

ができるので、良かったと思います。 

 

司会 開発が始まってからもいろいろあ

ったと思います。 

 

須摩 私が開発過程で感じたことは、「当

たり前のことを当たり前じゃなくするこ

とはワクワクする」ということです。 

グチャッとした食感をサクッとした食

感に変えることは、私の中では梅干しの当

たり前の食感を変えることなので違和感

があったんですが、そのアイデアに向けて

みんなで話し合い、時間をかけていくうち

に、ワクワクに変わっていきました。 

 

 

高校生たちの素直な感覚が 

プロに新しい視点を運ぶ 

 

 

司会 次はデザイナーとしてふるやまさ

んからお願いします。 

 

ふるやま カタチにする前のアイデア段

階での発表会に招かれたのですが、その発

表会がとても面白くて。開発にいたる経緯

をお芝居で表現したんですよね。そういう

プレゼンテーションの仕方から、みんなが

とても楽しんでワクワクしてやってるの

が伝わってきて、みんな楽しんで作ったこ

とが伝わるようなデザインにしたいなと

思いました。 

もらって嬉しい可愛らしいものに。ピク

ニックで持って来た感じがするようにち

ょっと風呂敷っぽいものにしました。 

 

もう一つ考えたことは、高校生が 1 年

間かけてアイデアを開発し、商品化までこ

ぎつけたもののパッケージデザインをす 

るにあたって、高校生達が頑張ってきたこ

とをとりあげちゃいけないなと言います

か、高校生の皆さんが商品化後も自分のも

のとして愛してくれる商品にできたらい

いなと思ってました。パッケージを開くと、

中には高校生が描いた梅の花のイラスト

が入っています。関わった皆さんに喜んで

いただきたいと思って作りました。 

 

司会 プロジェクトに参画した事業者さ

んの視点を神田さんからお願いします。 

 

神田 まず、梅干しの老舗・𠮷田屋さんか

らの話です。須摩さんがお話しした食感に

ついて、「梅干し屋をやってきて今まで考

えたことがなかった」と話していました。

その道のプロだから、それについてはとこ

とん考えている。その中で無意識に、梅は

こういうもの、これが当たり前というもの

が、いい意味でも悪い意味でもある、とお

っしゃいました。それが高校生たちの視点

によって打破され、新しい視点で見られた

ところがすごく面白かったとお話しをい

ただきました。 

お菓子のきくちさんには、カルメ焼きに

梅を混ぜて作っていただいたんですが、な

かなかうまく膨らまない。化学反応で上手 

 

く膨らまないんですね。どうしよう、どう

しようと、だいぶ悩んだそうです。そこで、

メレンゲをベースにすると、もしかしたら 

うまくいくんじゃないかみたいな話が出

て、メレンゲに切り替えたら、うまくサク 

サクの食感を作れたところが面白かった

とうかがいました。 

 

 

プロと一緒に取り組み、 

学びを通して 

自分自身が成⾧できる場を 

 

 

司会 今後の展望についてお願いします。 

 

ふるやま 発表会でやったお芝居みたい

な形で CM を作るなど、PR をもっと高校

生が中心になってやっていけたら魅力も

伝わりやすいと思っています。そして、み

んなに愛されるお菓子になっていって欲

しいなと思います。 

 

須摩 「カルウメヤキ」は茨城を代表する

お菓子になって欲しいなと思っています。 

 



神田 イノベーション教育をもっといろ

いろなところと一緒にやっていきたいと

思っています。その道のプロである業者さ

んはあらゆる手段を知っているけれど、新

しい視点は高校生が持ってくることがで

きる。うまくチームになってやっていくこ

とができるといいなと思っています。地域

がいろいろな事例であふれていくといい

ですね。 

 

高校生たちにとっても、茨城のいろんな

ものを知る機会になっただけなく、自分が

どういうものに惹かれるのか、自分がどう

ありたいのか、どうなっていきたいのかと

いうところまで、デザインしていく過程で

見つけていくみたいなことを教育として

もっと突き詰めていきたいと思っていま

す。 

 

森 ３つほどあります。 

１つは、もっとたくさんの事業者さんが

大成女子校の地域デザインの授業に関わ

りたいと思っていただけるようになって

いくといいなと思っています。 

２つめは、須摩さんに「なんで地域デザ

インを選んだの？」と聞いたら、「せっか

く大成女子高に入ったんだからここでし

かできないことをやりたい」というふうに

思ってくれたんだそうです。そのように思

ってくれる生徒を増やしたいという気持

ち、この授業を目指して大成女子高に入っ

てくる生徒を増やしたいなと思うのと、そ

れから卒業した後にこんなふうに一緒に

仕事ができたら嬉しいなと思っています。 

プロを育て、プロになって戻ってきてた

だいて、後輩たちのために頑張ってくれる

子供達を増やしていきたいなと思ってい 

ます。 

最後の３つめなんですが、今は商品開発

をやっておりますが、それを超える何らか

の形で地域をデザインすることができた

らいいなと思っています。 

 

生徒たちが地域に出て、このようにデザ

イナーさんや地元の事業者さんと一緒に

取り組み、学びを通して自分自身が成⾧で

きる場を作っていきたいなと考えていま

す。 

 

司会 ありがとうございました。 

 

 


